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与 論 島 に お け る来 住 者 とま ち づ く り

-と く に ギ リシ ャ村 を 中 心 に-

田 島 康 弘

鹿児島大学教育学部

要 旨

与論島のまちづくりでは、来住者の活躍が目立つ。本研究ではまちづくりの一環である

ギリシャ村構想を取り上げ、この実現をめぐる諸問題を検討した。その結果、地域のこと

は自分達でやるという自律陸や、ギリシャの何を(どういう要素を)取り入れるのかについ

ては創造性が必要なこと、などが論じられていることがわかった。また、来住者の活躍の

背景には、与論の人が来住者をもてなす気持ちを持っており、彼らの能力を生かし、活用

しようとする姿勢があることなどもわかった。

キーワー ド:来住者、まちづくり、ギリシャ村構想、自律性、創造性
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                 in Yoron Island 
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                  Faculty of Education, Kagoshima University 

                              Abstract 

New comers are active in the town development activity in Yoron Island. There is an idea of 
"Greek Village" in this town development plan which is discussed in this study. Yoron people stressed 

autonomy and creativity in their discussion. The former means they manage all things about their area 

by themselves and the latter means what kind of elements they should select in Greek culture or 

society. Yoron people have welcome spirit. This is the reason why new corners are active in the town 

development.
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第1章 は じめに

まちづ くりの担い手、主役は言 うまでもなくそこの住民であ り、その地で生まれたその

土地の出身者であれば、それだけその地に対す る愛着も強 く、そ うい う人達がまちづくり

の中心になることが一般に予想 される。しか しながら、与論町ではそのまちづくりの中で、

来住者の果た している役割、活躍が際立っているよ うに思われるのである。

本研究ではまず、1)与 論町のまちづくりの中で活躍する数人の来住者を取 り上げ、そ

の活躍の実態を把握する。ついで、2)与 論町のまちづくりの1つ の中心的な内容であ り、

来住者A氏 が関わっている 「ギ リシャ村」を取 り上げ、これをめぐる諸議論の検討 を通 し

て、与論町におけるまちづくりの方向やポイン トについて考察す る。そして最後 に、3)与

論町のまちづ くりにおいて来住者が活躍 している背景や理由について考えてみたい。

従来、人の移動に関わって来た筆者は、はじめ与論島出身者 と与論町の 「まちづくり」

との関係を考えたが、この点については、今までの ところそれほど顕著な事実を把握する

ことができていない。そこで、今回の報告は島外からの来住者(いわゆるIタ ーン者)に 焦

点を当て、彼 らが与論島のまちづくりに果た している役割について検討することにした。

ここで、最後の考察にも関係するので、与論島か ら島外への出身者についてふれておき

たい。

1、 与論島出身者は1)東 京 とその周辺、2)関 西が多いが、次いで3番 目に3)大 牟田 ・

荒尾地区に多い こと。

2、 大牟田 ・荒尾地区に多い理由は、明治期の長崎県 口之津への集団移住が、その後石炭

の積み出し港が口之津か ら大牟田へ移ったため、大牟 田地区へ再移住 したためであること。

3、 以上の他では、鹿児島、北九州、名古屋周辺、長崎、沖縄などでも出身者が多く、ま

た、距離的に近い名瀬市をは じめとした奄美諸島にも多い こと。

4、 出身者は各地で 「与論会」を結成 し、出身母体である与論島と連絡を取 り合っている

こと。

5、 鹿児島県肝属郡田代町にも、与論島からの満州開拓団の帰国者が入植 した集団開拓移

住地があ り、田代町 とは姉妹町関係 にあること。

以上のようなことがわかっている。

第2章 与論 町 にお ける人 口移 動

来住者の活躍について述べる前に、与論町の人口動向の概要を把握 してお きたい。ここ

で検討する内容は、1)与 論町の人 口の変化 と、2)与 論町への入込客の動向の2点 であ

る。
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1)与 論町の人口 の推移(図1)

与論町の人口は、戦後においては1955年 が最 も多く、 日本経済の高度成長期 に、他の

農産漁村 と同様の減少を見たが、1975年 か ら1980年 にかけて増加 していることが大きな

特色 と言えよう。この原因は、次に見るように入込み客の増大に伴 う観光産業の発展がそ

の背景にあるものと考えられる。1985年 以降は再び減少を始め、この傾向は現在まで続い

ている。

ただ、世帯数を見ると、高度成長期に多少減少 したが、その後は増加 してお り、とくに、

人 口が再び減少した1985年 以降も増加傾 向にあることが読み取れる。 このことは、必ず

しも過疎化が著しいとい うことではないこと、また、人 口減少の中味は、青年層の流出で

あること、を予測 させ るものである。

人 ・世帯

人口

世帯数

5591 0691 5691 0791 5791 0891 5891 0991 5991 0002 年

図1与 論町の人口の推移

2)入 込客の推移(図2)

次に、与論町への入込客の推移をみると、1970年 代に急増 し、そのピークの1978～79

年には15万 人を超 えた。その後も1980年 代前半までは10万 人以上を維持 していたが、

80年 代後半は9万 人台とな り、90年 代前半か8万 人台、後半は7万 人台と、徐々に減少

の傾 向をた どってきている。

図では示さなかったが、以前の入込み客は船による客が圧倒的に多かったが、船客は次

第に減少 し、1990年 代の前半は逆転 して、飛行機客の方が船客を上回った。その後はほぼ

同数の状態が続いている。
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入込客

年

図2与 論町の入込者の推移

第3章　 来住者 の活 躍

ここでは、与論町の来住者(1タ ーン者)の 中で活躍 している人び とに注 目し、聞き取 りか

ら明らかになったその内容について整理 してみたい。 ここで具体的に取 り上げる人は、1)

もず くそば製造 ・販売のS氏 、2)貝 細工工芸のA氏 、3)与 論健康村のK氏 、そ して4)土

産物店経営のA氏 の4人 である。 この他、Iタ ーン者ではないが、Uタ ー ン者の1人 とし

て活躍 している与論民俗村のK氏 についても、比較の意味も含 めて取 り上げてみたい。

1)も ず くそば製造 ・販売のS氏

S氏 は1937年 、栃木県、栃木市の生まれで、20才 の時、関西(神戸)に出て、食品関係

の仕事をしていた。40才 の時に与論に遊びに来て、海のない県に生まれた彼は 「与論の海

のきれいさのとりこ」になった。与論に来た時は 「一文無 し」であったが、家や着物 に金

がかからず、また、「酒や タバコもしなかった」ので生活費がかか らなかった。何 より、与

論の人には大清や人間味があって、「朝起きてみると玄関に野菜が置いてあり」、また、家

にカギをかけることもなかった。

ときあたかも、氏が与論に移住 した1977年 は与論の観光が ピークに達する直前であ り、

1976年 には与論空港が開港 し、1978年 、78年 には入 り込み客が15万 人を超えた。氏が

経営する店のラーメンや コー ヒーは味 も良い とい うこともあって 「いくらでも売れた」。

こ うした中で、特産品づくりも始めたが、は じめは全く売れなかった。 しか し、氏は麺

類が好きであ り、また与論では4月 から6月 にかけて、天然のもず くが取れたので、こう

した条件を生か して1988年 に 「もず くそば」を開発 したのである。 これ もは じめは、島

内で行われる同窓会の会合や年越 しそばなどの際に、ただ(無料)で島中を配つて歩いたそ

うであるが、やがて次第に 「おい しい」とい う言ヨ畔1」を得、現在では与論島の土産物 として

はもちろん、島内のどの店やスーパーでも売られてお り、また、民宿でも使われている。



82

防腐剤や着色剤はいっさい使わず、手作 り、自然乾燥を自慢にしている。家族労働の他、

従業員が8人 お り、年間3000～4000万 円の売 り上げがある。ただ、原料のもず くは与論

だけでは足 りないので、沖縄の本島や離島の ものを使っている。

もず くの他にキビ酢の生産も少 しではあるが行ってお り、また、海水を引き上げて塩、

にが り、蒸留水な どの生産 も行 っている。

氏はまちが組織する 「特産品開発 グループ」のメンバーの1人 でもある。

まとめると、氏は1977年40才 で与論に来て、1988年 「もず くそば」を開発 し、1997

年 もず く工場だけが存在 した現在地に青い海 と沖縄本島が見えるレス トラン「青い珊瑚礁」

を開業 し、さらに製塩等の製造も行 うに至っている。氏は主 として特産品開発の面で与論

町のまちづくりに貢献 している

2)貝 細工加工のA氏

A氏 の本業は貝細工工芸で、大きな貝を削って装飾品な どに加工 し、島内外の土産物店

等への販売の他、自分の店での販売 も行っている。 しか し、氏の話はもっぱら情報関係の

話が中心であった。氏は町が組織する情報グループのメンバーの1人 であり、この面で氏

は与論町のまちづく りに貢献 していた。

間もなく(2003年9月)イ ンターネ ット上で 「与論情報サイ ト」をテス トオープンし、

10月 に正式にスター トする。高速化が実現 できるADSEが 町長 を先頭 とするNTTと の

交渉で、奄美では名瀬市に次いで2番 目に与論に導入されることが決まった。まずは与論

の文化を発信することか ら始め、その うち、与論でも可能なIT関 係の産業が島内で生ま

れたり、また島外か ら進出して来た りすることを期待 している。 さらに、島内の生産物の

ITを 通 じての販売をも目指 してい る。

与論の情報化を 目指 しているこのグル ープはE-○K(イ ーマルケイ)と 呼ばれ、そのメ

ンバーは実質10名 程度で。

1)ま ずはサイ ト自体 を人気のある魅力的なサイ トにすること

2)こ のサイ トを全国に散在する与論関係者の交流の場にすること

3)や がては次の段階 として物産の販売をお こな うこと

を目指 して活動している。いずれに しても情報の交流が最初であ り、ビジネスは次の段階

として区別している。また、情報交流の方は島内部での活用も大いに行って行 きたいとす

る。

氏は1973年 来島 し、自然環境の良さが気に入って定住を決めた。5年 後の1978年 に結

婚 している。この当時、とくに1970年 代の後半から80年 代の前半は、入 り込み客が10

万人を超え、若者を中心 としたたくさんの観光客が本土か ら来ていた時期で、氏の貝細工

の仕事 もこうした中で始められたものである。 しか し、その後は入 り込み客は減少ない し

停滞傾 向が続いてお り、何 とか若者を呼び戻 したい と氏は願っていて、それには仕事があ
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ることが必要だと考えている。氏が取 り組んでいる情報化もこれに結びつ くことを望んで

いる。

氏によれば、観光客が減っている理由の1つ は、交通の便 とりわけ航空交通の便が悪い

からであるとい う。本土か らの客のほとんどは沖縄経由で来るが、那覇-与 論間の便数が

夏でも週3便 、冬は1便 しかなく、那覇-久 米島間の週5便 などと比べて不便だからだ と

い うのだ。ただ、海水の淡水化設備の設置で水 も良くなってきた し、病院 もあ り、何より

も人び とが協力的で住みやすいことを氏は強調 した。

3)与 論健康村のK氏

与論のまちづくりにおける氏の活躍は既に紹介もされてお り、良く知 られているので、

ここでは簡単にしたい。

徳島県生まれの氏は、熊本での病院長などの経歴を経た後、1988年 に与論で定住をは じ

め、1995年 に与論健康村を発足 させた。その後、タラソテラピー(海洋療法)を学んで与論

に導入する。2001年7月 にはJETROの 協力 も受け、町か らタラソテ ラピーの視察のた

めギ リシャへ派遣され、以後、これを柱にまちづ くりに取 り組んでいる。

タラソテラピーとは何かについて氏 自身は 「治療の 目的 て梅 水 と海藻 、そして大気 と海

洋性気候の特性を組み合わせて活用するものである。この治療に必要なのは海岸地帯の施

設であ り、これはあ らゆる汚染を排除した新鮮な海水を汲水できる特別な装置を持ち、微

気候的に有名な土地に建て られる」 とい う定義を引用 しているが、健康村のホームページ

にある 「海洋の自然環境を利用 して免疫力を回復させ、病気の予防、治療を行 う根治的な

療法」のこととい う説明の方がわか りやすい。

ギリシャ視察から半年後の2002年2月 、クレタ島のタラソテラピー施設経営者M.A

氏の来島と講演をきっかけに氏はタラソテ ラピー研究会を発足 させ、同年7月20日 プ リ

シアリゾー トで第1回 研究会を開催 している。また、9月 には与論町から6名 がタラソテ

ラピーの視察のためにギ リシャに行き、2003年2月 にはギリシャから専門家を招いてタ

ラソテ ラピーに関するフォーラムやセ ミナーを開催 してお り、タラソテ ラピーを取 り入れ

たまちづ くりが進 められて来ている。

この他、氏が村長である健康村では、「『健康作 り』『環境作 り』『地域交流』の活動を通

じて、健康で自然 と人が共存する豊かな社会作 りを推進している」として、健康作 りでは、

健康指導、定例ウォーキング、エイサー教室を、環境作 りでは、ケナフ栽培、クリーンエネ

ルギーへの取 り組み、海岸の清掃を、地域交流では、北海道新冠町との交流をそれぞれあ

げている。

これ らは与論町のまちづくりの一部を担った活動 と言えるだろう。氏の考えは健康を中

心 としたまちづ くりそのものとも言えよう。
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4)み やげ物店経営のA氏

A氏 は東京 に生まれ、某大 企業のサラリーマンを していたが、会社勤 めがいや にな り、

1971年 会社を辞めて人生の節 目の旅行を企て、たまたま泊まった鹿児島のユースホステル

で与論から帰って来た人に会い、その人の話を聞いて与論に来ることになり、そのまま住

み着いたのであった。

翌年の1972年 には沖縄の本土復帰が実現し、離島ブームが起きつつあった頃であ り、

また、ヒッピーとかカニ族などと言われた旅行形態が生まれていた頃でもあった。最初の

半年間は民宿のヘルパーをし、その後、みやげ物店でのアルバイ トに移った。 この店は貝

細工のアクセサ リーを自ら製作 し販売する店で、例 えば、パイプ ウニのからを加工 して風

鈴にした り、別のアクセサ リーにした りしていた。この店でのはじめの3～4年 間は、主

に出来上がった製品を各小売店に卸す仕事で、このため沖縄本島から八重山の離島まで飛

び歩いたと言 う。

定住から5年 後の1976年 、ようや く独立して自分の店を与論の銀座通 りに開くに至っ

た。その後、沖縄の国際通 りに2軒 の店を開く程にもなったが、家族のことも考えて今 は

与論だけである。

ところで、A氏 のまちづくりへの関わ りはギ リシャ村に関してである。氏は現在、ギ リ

シャ村推進実行委員会会長で、与論島ギリシャ村の代表であり、ギリシャ村づくりの中心

人物である。A氏 のギ リシャ村を通 してのまちづくりへの貢献については、章を改めて述

べることに したい。

5)与 論民俗村のK氏

最後に、Iターン者ではないがまちづくりに活躍 しているUタ ーン者のK氏 につい

てふれておこ う。

K氏 は現在 、「与論民俗村」の経営者である。この民俗村は与論 の民家や与論

で使われていた様 々な民具などが展示 されているが、これ らは主にK氏 のお母 さんが収集

したものである。K氏 のお母 さんは民具の収集だけでなく、与論の人び との衣食住の生活

や言葉 ・方言など与論の文化全般に亘って収集や研究をした人で、学識経験者として町の

第4次 総合計画の審議委員にもなっていた人である。

K氏 自身は、1975年18才 の時島を出て23-24才 の時戻ったのであるが、Uタ ーンと

い う意識はないと言 う。氏の兄弟5人 も皆 こち らに戻って生活 している。氏は、お母さん

の考えを受け継いで与論の伝統文化の保存に努め、このことを1つ の仕事 として成 り立た

せている。観光客に芭蕉布織 りや黒糖づくり等の体験教室などを開き、与論の伝統文化の

紹介 に努めていて、与論のまちづ くりには欠かせない役割を果た していると言えよう。

氏は昔の人の生活の中で大切なものは、ものよりも言葉や心であることを強調 され、近

年の学校教育の中でもこのことが見直 されて、K氏 をは じめ地域の人が呼ばれ るようにな
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ったことを評価していた。また、現代の生活が珊瑚 を死滅 させていることや、ソテツやガ

ジュマルを切って しまっていることな どの問題についても指摘 された。

第4章　 来住者A氏 とギ リシ ャ村

本章では、与論島におけるまちづ くりの1つ のポイン トをなすギリシャ村について取 り

上げ、これと来住者A氏 とのかかわ りやA氏 が果た している役割について扱いたい。こ

のためにまず、1)与論島とギ リシャとの交流の経過について概観する。次いで、2)こ うし

た交流 とA氏 との関わりについて扱い、その後で、3)ギ リシャ木構 想 とまちづくりの方向

をめぐっての諸問題について検討 したい。

1)与 論町とギ リシャ、 ミコノス市との交流

1970年 代の末、与論は 「入 り込み客」のピークを迎えるが、80年 代に入 るとその数は

減少を始める。83年 の 「ヨロンパナ ウル王国」の建国はこうした客の減少に対する対策の

1つ だったであろうが、84年 の ミコノス市との姉妹盟約も同様の対策の1つ であったと言

えよう。当時、観光地としての レベルアップを図るためには、国際交流の推 進が必要とさ

れ、地中海の海洋観光島であり、また、与論 とほぼ同程度の人 口規模を持つギリシャの ミ

コノス島が注目されるに至ったのである。1984年11月 、与論町の26名 がミコノス島を

訪問し、11月14日 、市庁舎で姉妹盟約が締結された。 しか しながら、こうした努力にも

かかわらず、客の減少は止まらず、その後は86年 にギ リシャ風の中学校体育館の完成や

89年 のギ リシャ風茶花港待合所の建設 がなされた くらいで、ギリシャ熱は下火になってい

た。

こ うした中で、再びギ リシャとの交流に注目した動きが1997年 の 「ギリシャ村」の動

きであった。 この前年、茶花海岸の海岸道路をミコノス通 りと命名 したことがこのきっか

けとなったようだ。この 「ギリシャ」村 とは、茶花の市街地の一部で白い建物が立ち並ぶ

一角を中心とする地区の14軒 か ら構成されている 「村」のことで
、「魅力のある、歩いて

楽 しい街並み」作 りを目指 して結成 された。開村式 にはギ リシャ大使館員を招待 して盛大

に行った り、また、村の代表が ミコノス市を訪問 した りするなど活発な交流を行っている。

さらに1999年11月 には、姉妹盟約15周 年を記念 して式典を開催 し、同時に 「ギ リシャ

村地域づくりシンポジウム」を行っている。 このシンポジウムの主催は、ギリシャ村をさ

らに広げた 「ギ リシャ村通 り会」(70事 業所が加盟)で、2000年 、2001年 と計3回 継続 し

て行なわれた。2001年 頃からは新たにタラソテラピーが、ギ リシャとの交流の1つ の内容

として入って来 るよ うになる。

2)ギ リシャ村と来住者A氏

以上述べたギ リシャとの交流の中で、当初の盟約締結当時は 「町」が中心であったが、
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1990年 代後半以後の動きはむしろ 「民間」が中心 となってお り、この民間の中の中心人物

がA氏 であった。すなわちA氏 は1997年 に開設 された 「ギリシャ村」の代表であり、ま

た、「中央通 り会」の会長も兼ねていて、のち両者は統合 して70名(事 業所)を組織する 「ギ

リシャ村通 り会」 とな り、その会長 にも就任 している。

前述の与論 ・ミコノス姉妹盟約15周 年記念式典は、この 「ギリシャ村通 り会」が主催

したもので、役場を動か し、ギリシャ大使館員を招くな ど盛大に行っている。また、前述

の 「ギリシャ村地域づくりシンポジウム」の他、1999年 以降毎年 「ギリシャフェスティバ

ル」を開催 してお り、2003年 には 「ギリシャ国際シンポジウム」を開いて、ギ リシャとの

交流やまちづ くりの方向に関する議論を進 めてきている。

ところで、以上のような行動の元になっているA氏 の考え方やギリシャ木構 想 とはどの

よ うなものなのだろ うか。

2000年8月 、与論町企画調整課は、「21世 紀の与論」 と題する作文の募集を広く町民

に呼び掛けたが、この一般の部の最優賞にA氏 の 「ギリシャ村を考える」が当選 したので

ある。 この内容は次の7つ か らなっている。1初 めに、2与 論 ・ギリシャの交流の経緯、

3ギ リシャ村の目的、4ギ リシャ村10年 後の将来、5専 門家か らの意見、6与 論の抱え

る問題7終 わ りに

この中の特に3の 目的では、 「現在進められている与論港 コースタル リゾー ト開発計画」

とい う 「巨大プロジェク トにギリシャ村構想を噛み合わせ、官民一体 となった地域興 しに

より、日本に唯一冠たるギリシャ村を構築 し、与論の経済 ・観 光の浮揚 ・再生に繋げるこ

とが目的である」としてお り、また、4の 「10年 後の将来」の部分では 「与論の表玄関

の供利港 ・空港周辺か らバラダイスビーチ(ギ リシャ風車建設予定)・プ リシアリゾー トを

経て、コースタル開発地区 ・茶花市街地 ・宇和寺団地までの海岸一帯」をホワイ トカラー

で統一 した景観にし、役場、漁港、商店街、近隣住宅の連繋 ・協調性を作 り出し 「町を活

性化 させ、さびれた観光地 とい うイメージからの脱却」を図る主旨のことを述べている。

このよ うな内容か らギ リシャ木構 想やA氏 の考えを一定程度知ることができる。

民間人である氏の考えは行政によって高く評価され、計画に取 り入れられている。すな

わち、2001年3月 、与論町は 「人と自然が輝 くオンリーワンの島づ くり」と題する第4

次与論町総合振興計画を発表 したが、その第4章 、戦略プ ロジェク トの1つ に 「生きた博

物館構築プラン」があり、その中で、「ヨロン ・ギ リシャ交流のまちづ くりの推進」の項 目

が設定され、「ギリシャ風建築物の建設促進」や 「ギ リシャ関連施設の充実」が指摘 されて

いる。また、第5章 基本計画の3産 業の中の④観光の部分でも、「ギ リシャ風の景観づ くり」

についてふれている。

3)ギ リシャ村構想 とまちづ くり

ギリシャ村構 想には、 「何故与論でギ リシャなのか」をは じめとして様々な議論があ り、
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それ故 こうした問題 をめぐって何回かのシンポジウムが行われてきた。 ここではギ リシャ

村構 想 とまちづくりの方向に焦点を当て、議論の整理 をしてみたい。 この問題に焦点を当

てたシンポジウムは1999年 か ら3年 に亘って毎年行われたギリシャ村地域づくりシンポ

ジウムであ り、特にその第2回 目は 「ギリシャ村構 想の実現に向けて」と題す るパネルデ

ィスカッションが行われ、ここに論点が集約されているように思われる。そこで、この内

容について紹介 し検討 してみたい。

このパネルディスカ ッションは、(1)景観 とまちづくりの動向、(2)与論町におけるギ リシ

ャ村の意義、(3)与論 とギ リシャとの経済交流、の3つ の事柄を柱に進め られたが、(3)につ

いてはまちづくりとの関連 も少な く、かけた時間も少なかったのでここでは省略し、(1)

と(2)についてのみ取 り上げたい。

(1)の景観については 「道を狭 くした方がにぎやかに見える」 「電線の地中化を進 めるぺ

き」「建物の形や色の調整をどうすすめるか」などの指摘が各パネラーか ら出 され、これら

に基づ く議論がなされた。 しか し、議論の中心は次の与論町におけるギリシャ村の意義の

部分であった と言えよう。

まず、ギリシャ村を推進 している側お よび会場か ら、その意義についての次のような主

張がな された。

① 民間主導で行っていることに意義がある。

② ギリシャ風 にす ることによ り、他の地域 との差別化が生まれ る。

③ 与論 における多様性の中の1つ としてのギ リシャ村 として意義がある。

④ ギリシャ風の風景や文化が心地良さや健康づ くりの素 になれば良い。

次に、会場からやや批判的あるいは疑問的な、次のような意見が出 された。

① 現状では与論のギ リシャ村は中途半端である。

② 景観の統一は必要なのか、また、現実に可能なのか。

③ 景観 もさることなが ら、インフラ整備をしっかりや ることの方が大切ではないか。

これ らの意見に対 しては、次のよ うな反論的な、またはこれに答えるような議論がなさ

れた。

① まず、景観に関しては、従来のまちづ くりの中にはス トー リー性や方向性がなか

ったのであ り、そ うした中で白色での統一は1つ の方向を打ち出した答 えだった

のだ。

② ミコノスとの盟約を結んだ1984年 当時は観 光客が10万 を切 り、こうした中で

観光浮揚対策として打ち出されたものである。白には清潔感 もあり、島のイメー

ジを出せる建物は何かを考えた とき、ギ リシャ風 しかなかったのだ。

さらに議論は深 ま り、次のような重要な指摘がなされてくる。

① ギリシャ風 とは何なのか。古代の神殿かあるいは現代の ミコノスか、または通 り

の狭 さか。要するにギ リシャのどうい う要素が 「ギ リシャ風」なのかを考える必
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要がある。

② 「誰かがやってくれるだろう」ではなく、地域のことは自分達でやるとい う点でギ リ

シャ村(村 民会議)の 人達は立派だ。その声が行政に反映 されていることも大切

だ。要するに、自分達の地域のことは自分達で考えて行動することが大切だ。そ

して、町のあるべき姿をもっと議論すべ きである。

以上のパネルディスカ ッシ ョンの議論を通 して筆者が感 じたことを述べておきたい。

① ギ リシャ村はそれ自体が最終 目的ではなく、あくまで与論の観光浮揚 やまちづくり

の手段だったはずであるし、今後 もそ う位置付けて進むべきであろうとい うこと。

すなわち、より基本的な、または大きな目的を優先させて、あるいはそれに位置付

けて、ギ リシャ村 を考えるべ きではないか とい うこと。

② ギ リシャとい うのは、1つ のヒン トとして捉えるべ きなのではないかとい うこと。

何がギリシャ風かとい う発想は、ギ リシャ的なものをヒン トとして、ギリシャ的な

ものの中で 自分達にとって良い もの、与論にふ さわ しいものを選択 して取 り入れて

ゆくべきことを示しているのではないかとい うこと。こうした意味では、「ギリシャ」

を取 り入れることは 「まね」ではなく、「創造」に近いもの と言えるのではないかと

い うこと。そ して、そのためにも、ギ リシャに限らないかも知 りないがギリシャに

ついても、もっと知って行 くことが求められるであろ う。

第5章　 与論 の ま ちづ く りと来住者

以上見てきたように、与論島のまちづ くりには来住者が大変活躍 している。 これは何故

なのだろ うか。最後にこの点 について整理 して、考えてみたい。

1、 まず、はじめに見たように、たくさんの与論島出身者が関東や関西を始め 日本各地

に移住 して活躍してお り、その数は島の人口の2倍 とも言われている。 とくに、福岡県大

牟田市や鹿児島県田代町などの集団的な居住地 もあ り、島が本土に開かれていて壁がない

ことがあげ られ よう。

2、 現在、与論に居住する成人のほとん どが、学生としてあるいは出稼ぎ者 として、島外

での生活の経験を持っていること。このことは本土の人び との状態や気持ちを知っている

ことを意味すること。

3、1970年 代の後半から80年 代の前半にかけて、若者を中心とする膨大 な 「都会人」を

受け入れ、もてな した経験を持つこと。このことも、上記2や1と 同じ意味すなわち、本

土の人に対する違和感をほとん ど持っていないことを意味す るだろ う。

4、 現在、まちづくりで活躍 している人 も、この時に来て住み着いたものが多く、このこ

とは彼 らをも3の 延長上で考えているであろ うこと。

5、 与論の人びとが外か ら来た人び との積極性や独創性、先覚陸を認めて評価 し、これを
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自分達のまちづ くりに生か し、活用 しているように思われること。

6、 人 口減少 と言 う現実の中で、実際に来住者を歓迎 して行政の中に取 り込む工夫をし、

活躍の場を与えていること。

以上のようなことか ら、与論では来住者の活躍が、他地域に比べて目立って見られるの

ではないか と思われるのである。


